
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通信手段を介してユーザから入力された目的地の検索条件に基づいて、少なくともその
目的地の位置情報とその目的地の内容に関する内容情報とを抽出し、この情報を通信手段
を介してユーザへ送出する情報提供装置であって、
　複数の目的地に関し、前記位置情報と前記内容情報とが関連付けられて記憶されている
記憶手段と、
　入力された目的地の検索条件に基づいて、記憶手段に記憶された情報から少なくとも前
記位置情報と前記内容情報とを抽出し、前記抽出した位置情報と内容情報とに基づく目的
地情報を前記ユーザへ向けて送出する制御手段とを
　

【請求項２】

【請求項３】
　

10

20

JP 3864713 B2 2007.1.10

有し、
前記制御手段は、ナビゲーション機能を有する前記ユーザ側のユーザ端末へ向けて、前

記ユーザの目的地への到着を前記制御手段へ通知させるリターンコマンドを含む目的地情
報を送出し、前記目的地に到着したユーザにより通知された到着通知を受信した回数に応
じて課金処理を行なう課金部を有する情報提供装置。

　前記課金部は、前記目的地に到着したユーザにより最初に通知された到着通知を受信し
た回数に応じて課金処理を行なう請求項１に記載の情報提供装置。

前記制御手段は、ナビゲーション機能を有する前記ユーザ側のユーザ端末へ向けて、前
記ナビゲーション機能の目的地設定コマンドを含む目的地情報を送出する機能を有する請



【請求項４】
　前記記憶手段は、前記制御手段が抽出した前記位置情報と前記内容情報とを一時的に記
憶し、
　前記制御手段は、前記ユーザを同定して、前記記憶手段に一時的に記憶した情報を前記
ユーザへ向けて送出するユーザ識別機能を有する請求項 記載の情報提
供装置。
【請求項５】
　複数の目的地に関し、目的地の位置情報と目的地の内容情報とを関連付けて記憶し、
　ユーザから目的地の検索条件の入力を受付け、
　入力された目的地の検索条件に基づいて、記憶された情報から少なくとも前記位置情報
と前記内容情報とを抽出し、前記位置情報と前記内容情報とに基づく目的地情報を

送出する情報提供方法で

【請求項６】

【請求項７】
　

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ユーザが選択した検索条件に合う目的地を検索し、検索した目的地に関する位
置情報と内容情報とを、ユーザ側へ送出する情報提供装置及び情報提供方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
ユーザが外出をする際には、その目的等に応じてガイドブックやインターネットで目的地
を選択し、目的地への経路や立ち寄り場所を決定する。その後、ユーザは目的地の具体的
な場所や具体的な経路を地図で調べ、この目的地をカーナビゲーションシステムに目的地
として設定し、目的地へ向かって実際に運転を開始する。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、従来の方法では、目的地へ到着するまでには、ユーザ自身が目的地の内容
を調べて目的地を選択し、さらに、選択した目的地の具体的な位置、経路を調べ、ナビゲ
ーションシステムへ目的地設定を行って目的地までの経路を確認しなければならず、時間
を要し、手続が煩雑となるという問題があった。
【０００４】
本発明は、このような従来技術の問題点に鑑みてなされたものであり、ユーザが選択した
検索条件に合う目的地を検索し、検索した目的地に関する位置情報と内容情報とに基づく
目的地情報を、ユーザ側へリアルタイムで送出する情報提供装置及び情報提供方法を提供
することを目的とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　（１）上記目的を達成するために、 発明によれば、通信手段を介してユーザから入力
された目的地の検索条件に基づいて、少なくともその目的地の位置情報とその目的地の内
容に関する内容情報とを抽出し、この情報を通信手段を介してユーザへ送出する情報提供
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求項１又は２に記載の情報提供装置。

１～３のいずれかに

、ナビ
ゲーション機能を有する前記ユーザ側のユーザ端末に あって、
　前記ナビゲーション機能を有するユーザ端末へ向けて、前記ユーザの目的地への到着を
通知させるリターンコマンドを含む目的地情報を送出し、前記目的地に到着したユーザに
より通知された到着通知を受信した回数に応じて課金処理を行なう情報提供方法。

　前記課金処理は、前記目的地に到着したユーザにより最初に通知された到着通知を受信
した回数に応じて行なうことを特徴とする請求項５に記載の情報提供方法。

前記ユーザ側のユーザ端末に送出する目的地情報に、前記ユーザ端末の前記ナビゲーシ
ョン機能の目的地設定コマンドを含ませたことを特徴とする請求項５又は６記載の情報提
供方法。

本



装置であって、複数の目的地に関し、前記位置情報と前記内容情報とが関連付けられて記
憶されている記憶手段と、入力された目的地の検索条件に基づいて、記憶手段に記憶され
た情報から少なくとも前記位置情報と前記内容情報とを抽出し、前記抽出した位置情報と
内容情報とに基づく目的地情報を前記ユーザへ向けて送出する制御手段とを有する情報提
供装置が提供される。
【０００６】
　また、 発明によれば、複数の目的地に関し、目的地の位置情報と目的地の内容情報と
を関連付けて記憶し、ユーザから目的地の検索条件の入力を受付け、入力された目的地の
検索条件に基づいて、記憶された情報から少なくとも前記位置情報と前記内容情報とを抽
出し、前記位置情報と前記内容情報とに基づく目的地情報を前記ユーザへ向けて送出する
情報提供方法が提供される。
【０００７】
この発明では、目的地に関し、目的地の位置情報と目的地の内容情報とが関連づけて記憶
されており、ユーザから入力された目的地の検索条件に基づき、目的地の位置情報と内容
情報とが抽出されて、これら基づく目的地情報がユーザへ向けて送出される。
【０００８】
これにより、ユーザは、検索した目的地情報をリアルタイムで取得することができるため
、例えば、ユーザ端末が車輌に搭載されている場合においては、実際の運転において利用
できる利用価値の高い情報を配信する情報提供装置及び情報提供方法を提供することがで
きる。
【０００９】
この発明において、目的地情報に含まれる位置情報とは、１又は２以上の位置を表示する
複数の情報を含む。すなわち、位置情報は、現在位置（ユーザ端末装置から入力）から目
的地までの複数の経由地点を表示する情報を含み、現在位置から目的地までのルートを特
定することができる情報である。また、ユーザの検索結果が複数の目的地を含む場合には
、位置情報は、複数の目的地を表示する情報と各目的地を結ぶ複数の経由地点を表示する
情報とを含み、現在位置から目的地までのルートを特定する。目的地の位置情報とは、地
図上の目的地を表示する経度・緯度情報や、測位衛星から発信される電波をＧＰＳアンテ
ナを利用して受信するナビゲーションシステムにおいて利用される絶対位置情報が含まれ
る。
【００１０】
また、この発明において、目的地情報に含まれる目的地の内容情報とは、目的地となる観
光地、飲食店、宿泊施設、テーマパーク、コンサートホール、博物館その他の施設の内容
に関するあらゆる情報をいう。本発明における内容情報の記憶とは、目的地の内容に関す
る情報が記憶手段にそのまま記憶されている場合のみならず、目的地に対応づけて情報提
供者のホームページのＵＲＬを記憶し、リンクが張られている場合をも含むものである。
【００１１】
　（２）上記目的を達成するために、 、前記制御手段は、前記目的地情報
をナビゲーション機能を有する前記ユーザ側のユーザ端末へ向けて送出する機能を有し、
前記送出された目的地情報は、前記ナビゲーション機能の目的地設定コマンドを含む情報
提供装置が提供される。
【００１２】
　また、 、ナビゲーション機能を有するユーザ端末に対して、前記目的地
情報を送出する情報提供方法であって、前記目的地情報に前記ナビゲーション機能の目的
地設定コマンドを含ませた情報提供方法が提供される。
　この発明では、制御手段は、検索した目的地情報をナビゲーション機能を有する車載の
ユーザ端末へ送出する機能を有しており、この目的地情報にはナビゲーション機能におけ
る目的設定コマンドが含まれているため、受信した位置情報は、ナビゲーション機能にお
いて、目的地として設定される。
　このため、ユーザは、検索した目的地の位置情報等を取得する操作を行うだけで、この
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検索結果（目的地）をナビゲーション機能上の目的地として設定することができる。また
、目的地が設定されると、ナビゲーション機能がユーザ自身、ユーザが搭乗している車輌
を目的地へ誘導するため、情報提供者は提供した情報について高い広告効果を期待するこ
とができる。
【００１３】
　本発明におけるユーザ端末が有するナビゲーション機能とは、ユーザ端末が車輌に搭載
されているナビゲーション装置の場合を例にすると、自動車の運行指示システムをいい、
ＧＰＳ等の電波航法やジャイロセンサ等の推測航法を使って自車の位置を測定してディス
プレイの地図上に表示し、入力された目的地までの経路を画像や音声で指示する機能をい
う。また、ユーザ端末は、通信手段を介して制御手段と相互に情報を送受信できる機能を
有している。
　（３）上記目的を達成するために、 、前記制御手段は、前記目的地情報
の提供に関して課金を行う課金部を有し、前記制御手段から前記ユーザ端末へ向けて送出
される目的地情報は、前記ユーザの目的地への到着を前記制御手段へ通知させるリターン
コマンドを含み、前記課金部が前記目的地への到着通知の回数に応じて課金処理を行う情
報提供装置が提供される。
　また、 、前記目的地情報に前記ユーザの目的地への到着を通知させるリ
ターンコマンドを含ませ、前記目的地への到着回数に応じて課金する情報提供方法が提供
される。
　この発明では、目的地情報にリターンコマンドが含まれているため、ユーザ端末を搭載
している車輌が目的地に到着すると、この到着を通信回線を介して情報提供装置の制御手
段へ通知する。課金部は、この提供された通知情報等（車輌が到着した位置の位置情報を
含む）に基づいて、ユーザが実際に目的地に出向いた回数を到着通知の回数としてカウン
トし、到着通知の回数に応じて課金処理を行う。
　これにより、位置情報等を配信したというだけではなく、この位置情報等に基づいてユ
ーザが目的地に出向いたという事実に基づいて課金を行うことができ、広告効果に応じた
適正な課金を行うことができる。

【００１４】
　（４）上記目的を達成するために、 発明において、前記制御手段は、前記目的地情報
の提供に関して課金を行う課金部を有し、前記課金部は、前記目的地情報の配信回数に応
じて課金処理を行う情報提供装置が提供される。
　この発明では、制御手段の課金部が、目的地情報の配信回数 応じて課金処理を行う。
　これにより、目的地情報（位置情報と内容情報）の利用の頻度に応じて課金処理を簡易
に行うことができる。
【００１５】
　（５）上記目的を達成するために、 発明によれば、前記記憶手段は、前記制御手段が
抽出した前記位置情報と前記内容情報とを一時的に記憶し、前記制御手段は、前記ユーザ
を同定して、前記記憶手段に一時的に記憶した情報を前記同定されたユーザへ向けて送出
するユーザ識別機能を有する情報提供装置が提供される。
　この発明では、制御手段のユーザ識別機能が、ユーザを同定して、このユーザに対して
、記憶手段に一時的に記憶していた抽出された位置情報と内容情報とを送出する。
　このため、検索条件を入力するユーザ端末と検索結果を出力する車輌に搭載された端末
とが異なる場合であってもユーザを特定して情報を提供することができる。また、検索結
果を入力するユーザ端末と検索結果を出力する端末とが同一の場合には、ユーザは車輌に
搭乗しながら車載のユーザ端末を介して、検索条件を入力し、目的地を決定し、当該目的
地の位置情報と内容情報とに基づく目的地情報を取得できる情報提供装置を提供すること
ができる。
【００１６】
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　特に限定されないが、課金部における課金処理は、目的地に到着したユーザにより最初
に通知された到着通知を受信した回数に応じて課金処理を行なうことが好ましい。
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【発明の効果】
　 によれば、ユーザは検索した目的地の位置情報と内容情報とを車輌に搭乗しなが
ら取得することができるため、実際に運転をするユーザにとって利用価値が高い情報を提
供することができる情報提供装置及び情報提供方法を提供することができる。
　 によれば、位置情報等の配信の事実又は配信された位置情報等に基づいてユーザ
が目的地に出向いたという事実に基づいて課金を行うことができ、広告効果に応じた

課金を行うことができる。
【００１７】
＜記憶手段＞
記憶手段５は、少なくとも目的地に関する目的地位置情報を格納する領域と、目的地の内
容に関する目的地内容情報を格納する領域５２と、ユーザ識別情報を含むユーザに関する
顧客データベースを格納する領域５３と、目的地の情報（位置情報、内容情報）を提供（
広告）する情報提供者に関する情報提供者ファイルを格納する領域５４と、ユーザが検索
した目的地に関するユーザ設定情報保存ファイルを一時的に格納する領域５５とを有して
いる。
【００１８】
目的地位置情報５１は、一又は二以上の目的地の位置に関する情報であって、目的地及び
目的地までの経由地点を表示する情報を含む。この位置情報には、地図上の経度・緯度情
報や、測位衛星から発信される電波をＧＰＳアンテナを利用して受信するナビゲーション
システムにおいて利用される絶対位置情報が含まれる。
【００１９】
目的地の内容情報とは、目的地となる観光地、飲食店、宿泊施設、テーマパーク、コンサ
ートホール、博物館その他の施設の内容に関するあらゆる情報をいう。具体的に内容情報
は、施設の利用目的のほか、飲食店であれば、営業時間、メニュー、料金表、本日のお勧
め商品といった広告情報を含み、博物館であれば、展示物の内容、開催期間、開場時間と
いった案内情報を含む。また、内容情報は情報提供装置１の運営上の企画に従い作成され
る場合、と各目的地の情報提供者が自由に作成することもできる。目的地の内容情報は、
目的地の内容に関する情報が記憶手段にそのまま記憶されていてもよいし、目的地に対応
づけた各目的地の情報提供者のホームページのＵＲＬを記憶し、リンクが張られている状
態であってもよい。
【００２０】
＜制御手段＞
制御手段２はユーザ端末装置６からの検索条件に基づいて、目的地の検索及び位置情報と
内容情報の提供を行うとともに、この情報の提供に関する課金処理を行う。
（１）検索部
検索部３は、目的地、経路検索部３１と、検索結果提示部３２と、選択情報受付部３３と
、位置情報、内容情報送出部３４と、コマンド付加機能３５とを有している。
目的地、経路検索部３１は、ユーザ端末装置６からの検索条件を受信すると、検索条件に
基づき、記憶手段５に記憶された目的地位置情報５１と目的地内容情報５２を参照して、
目的地又は目的地までの経路を検索する。この検索される目的地は一箇所であっても、複
数箇所であってもよく、目的地到着までに立ち寄る場所（検索部が推奨する目的地）を含
めることができる。また、検索部は、ユーザが選択した目的地までの経路を検索すること
ができる。この場合、経路を特定する経由地を表示する複数の情報が位置情報に含まれる
こととなる。制御手段２はインターネットを介して交通情報を取得することもできること
から渋滞情報を加味したうえで、目的地検索、経路検索を行うことができる。
【００２１】
検索結果提示部３２は、目的地、経路検索部３１が検索した検索結果をユーザ端末装置６
へ提示する。検索結果が複数の目的地を含む場合に、ユーザに実際に要求する目的地を選
択させるためである。選択情報受付部３３は、ユーザの選択結果に関する情報を受け付け
る。位置情報、内容情報送出部３４は記憶手段５又は記憶手段５に記憶されたＵＲＬの示
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すサーバ７へアクセスしてユーザが選んだ目的地の位置情報と内容情報とを取得する。こ
のユーザが要求する位置情報等は一時的に記憶手段５のユーザ設定情報保存ファイル５５
に記憶してもよい。位置情報、内容情報送出部３４は、取得又は一旦記憶した位置情報等
を車輌端末装置６３へ送出する。
【００２２】
コマンド付加機能３５は、送出される目的地情報の位置情報に目的地設定コマンド又はリ
ターンコマンドを付加する。目的地設定コマンドとは、目的地の位置情報をナビゲーショ
ンユニット６３３上の目的地として設定する命令である。リターンコマンドとはカーナビ
ゲーションユニット６３３における設定目的地への目的を知らせる到着信号を情報提供装
置１へ転送する命令である。これらのコマンドは、ナビゲーションユニット６３３の様式
ごとに定められるものであるため、顧客データベースに顧客（顧客の使用するナビゲーシ
ョンユニットの様式）ごとに記憶している。
【００２３】
（２）課金部
課金部４は、目的地に関する情報を提供する情報提供主（広告主）に対して情報の配信に
関する料金の課金処理を行う。課金部４は、到着回数カウント部４１１と配信回数カウン
ト部４１２とを有する利用カウント部４１と、課金処理部４２と課金情報出力部４３とを
備える。
【００２４】
到着回数カウント部４１１は、車載端末装置６３から受信する設定目的地への到着を知ら
せる到着信号に基づいて、目的地の情報を受信した車輌が何台目的地に行ったかをカウン
トする。目的地の情報を配信しても、ユーザ（車輌）が実際に目的地に出向かなければ配
信した情報の広告の効果はなかったと考えられる。この実施形態では、配信した情報によ
って実際に目的地に出向いたユーザ（車輌）の数をカウントして、その数に応じて課金を
行う。重複した課金を防止するため、同一ユーザ（車輌）の最初の到着のみをカウントす
るようにしてもよい。
【００２５】
配信回数カウント部４１２は、制御手段２が目的地の位置情報を車載端末装置６３へ配信
した回数をカウントする。このカウントは制御手段２が記憶するアクセスログに基づいて
行うことができる。到着回数カウント部４１１と配信回数カウント部４１２はいずれか一
方だけを設けてもよいし、異なる課金単価を設定して両方のカウント部４１１，４１２を
設けてもでよい。
課金処理部４２は、利用カウント部４１のカウント数に、課金の単価を乗じて、情報提供
主（広告主）ごとに課金処理を行う。課金情報出力部４３は課金処理の結果を出力する。
【００２６】

ユーザ端末装置６は、携帯端末装置６１、パーソナルコンピュータ６２，車載端末装置６
３を含む。ユーザ端末装置６は、少なくともユーザからの検索情報の入力を受付け、その
検索情報を制御手段２へ送出できる機能を有しており、車載されたものに限定されない。
いずれのユーザ端末装置６も移動体通信機能等の通信手段を有しておりインターネットに
接続可能である。
【００２７】
車載端末装置６３は、ブラウザ６３２を備えインターネットを介して情報の検索・取得が
可能であり、ナビゲーションユニット６３３を有し、ナビゲーション機能による走行経路
の案内が表示装置６３１に表示される。ナビゲーション機能を備えた車載端末装置である
ユーザ端末６３は、制御手段２からの目的地設定コマンド、リターンコマンドを受け付け
る。
【００２８】
ユーザ端末装置６のインタフェイスについて図２～４に基づいて説明する。ユーザ端末装
置６からの検索要求信号に応じて送信される目的地検索ファイルの例を図２に示した。目
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的地のエリアが地方、都道府県ごとに整理されている。ユーザが調べたい目的地が該当す
る地方又は都道府県をクリックすると検索エリアが絞り込まれる。また、半径１０ km以内
を選択するとナビゲーション機能が検知した（ナビゲーション機能がない場合にはユーザ
が位置に関する情報を入力する）車輌の現在位置を情報提供装置１へ送出し、この現在位
置情報に基づいて検索対象エリアを限定することもできる。ここでは神奈川県を選択する
。
【００２９】
エリアが神奈川県に絞り込まれた目的地検索ファイルの例を図３に示した。この画面では
、目的地が業種ごとに整理されている。ユーザが調べたい目的地が該当する業種をクリッ
クすると業種が絞り込まれる。ここではグルメを選択する。
【００３０】
業種がグルメに絞り込まれた目的地検索ファイルの例を図４に示した。この画面では５件
の検索候補がリストされている。ユーザがこの検索結果の中から目的地を選択してクリッ
クすると、目的地を特定するための目的地選択情報が情報提供装置１へ送出される。また
、検索の階層は任意に設定することができ、価格やサービス内容を検索事項としてもよい
。
【００３１】

＜第１の動作＞
本実施形態の情報提供装置１の第１の動作を図５に基づいて説明する。本実施形態では、
検索条件が入力されるユーザ端末装置６は車載端末装置６３３とし、情報提供装置１は選
択された目的地に関する情報を送信する。
【００３２】
まず、車載端末装置６３３は通信手段を用いてインターネットへ接続する（ステップ１０
１）。接続後、情報提供装置１に対して目的地検索のための検索画面ファイルを要求する
（ステップ１０２）。情報提供装置１は目的地検索ファイルを車載端末装置６３に送信す
る（ステップ１０３）。目的地検索ファイルの表示に従い（図２～図４を参照）目的地と
なるエリア、業種を指定し情報提供装置１に対して、検索要求を送信する（ステップ１０
４）。情報提供装置１は、ユーザから入力された検索条件に基づいて、目的地を検索しそ
の検索結果を車載端末装置６３に送出する（ステップ１０５）。ユーザは検索結果に掲載
された店舗の中から目的地を選択し、情報提供装置１に対して目的地に関する情報の送信
を要求する（ステップ１０６）。この目的地に関する位置情報や内容情報は検索結果とと
もに車載端末装置６３３に送信され、店舗名をクリックすると店舗の位置情報や内容情報
が表示されてもよいし、詳細な情報を格納しているサーバに接続して位置情報等を表示し
てもよいし、各目的地の情報提供者が開設しているホームぺージにアクセスさせて位置情
報等を表示させてもよい。情報提供装置１は、車載端末装置６３から情報の要求信号を受
信すると、少なくとも選択された目的地の位置情報を送信する（ステップ１０７）。ユー
ザはこの位置情報を目的地の具体的な位置を知るための情報として利用することができる
。この位置情報をナビゲーション機能における目的地として設定させる目的地設定コマン
ドが含まれている場合には、目的地の位置情報がナビゲーションユニット６３３の目的地
として設定される。車載端末装置６３は、ナビゲーションユニットを起動させ、目的地へ
の経路検索を行う（ステップ１０８）。情報提供装置１は目的地に関する情報の提供者ご
とに位置情報、内容情報の配信回数を記録する（ステップ１０９）。課金部４はこの配信
回数に応じて課金処理を行う。
【００３３】
＜第２の動作＞
本実施形態の情報提供装置１の第２の動作を図６に基づいて説明する。第２の動作では、
情報提供装置１が経路検索を行う点と課金処理に特徴がある。車載端末装置６３の情報提
供装置１への接続（ステップ２０１）からステップ２０５までは、第１の動作におけるス
テップ１０１～１０５までと同じである。ステップ２０６では目的地先（一又は二以上）

10

20

30

40

50

(7) JP 3864713 B2 2007.1.10

　情報提供装置の動作　



を選択し、目的地に関する経路検索要求と、現在の設定経路データ（現在位置と既に設定
されている目的地データ））の送信を行う。
【００３４】
第２の動作では、目的地までの経路検索を、ナビゲーションユニット６３３を搭載する車
輌端末装置６３とを情報提供装置１とにおいて行う。車載端末装置６３は情報提供装置１
への経路設定要求を行うとともに、車輌の現在位置の情報及び既に経路設定をしている場
合は目的地や中継点の情報を送信する。さらに目的地の経由順序がある場合には設定順番
を指示する情報を含める。
【００３５】
制御手段２は車載端末装置６３から経路設定要求を受信すると、同時に受信した現在位置
情報、設定済みの目的地位置情報及び中継点情報と経由順序情報と渋滞情報（インターネ
ットを介して取得）とを総合的に判断して最短の経路を検索する。制御手段２は検索した
経路に関する位置情報及び内容情報を車載端末装置６３へ向けて送信する。目的地、経由
地に関する位置情報は車載端末装置６３のナビゲーションユニット６３３へ目的地又は経
由地として設定される（ステップ２０８）。この設定はユーザが自分で行ってもよいし、
検査部３中のコマンド付加機能３５が位置情報に目的地設定コマンドを付加した場合には
、これを受信したカーナビゲーションユニット６３３が自動的に目的地設定を行う。
【００３６】
目的地への経路が設定されたナビゲーションユニット６３３は、車輌を目的地へ誘導する
。経路誘導によって車輌が目的地（広告依頼を受けている目的地）付近に到着した場合に
は車輌端末装置６３は情報提供装置１への到着を通知する（ステップ２０９）。到着の通
知はナビゲーション機能上の到着通知の信号を情報提供装置１へ転送することによって行
う。この通知は、情報提供装置１側の検索部３中のコマンド付加機能３５が位置情報にリ
ターンコマンドを含ませた場合に行われる。情報提供装置１が車載端末装置６３から目的
地への到着信号を受信すると、目的地ごとに、又は目的地の情報を提供した情報提供依頼
主（広告主）ごとに車輌の到着回数を記録する。課金部４はこの到着回数に応じて課金処
理を行う（ステップ２１０）。
【００３７】
＜第３の動作＞
本実施形態の情報提供装置１の第３の動作を図７に基づいて説明する。第３の実施形態で
は目的地の検索を行うユーザ端末装置６８（ＰＣ端末６２）と、目的地の位置情報等を出
力する車輌端末装置６３とが異なる場合の動作である。情報検索を処理能力の高いパソコ
ン等で効率よく行い、結果を車載端末装置６３において運転開始のタイミングで取得でき
る点で便利である。
【００３８】
この場合、検索結果は情報提供装置１の記憶手段５中のユーザ設定保存ファイル５５にユ
ーザごとに整理して一時的に格納される。後に、この目的地に関する情報は同一ユーザの
車輌端末装置６３に送出される。この場合、制御手段２の図示しないユーザ識別機能が顧
客データベース５３に記憶されたユーザ識別情報に基づいて、ユーザの同定を行う。
【００３９】
パソコン６２から検索条件が入力され目的地が選択されるまで（ステップ３０１～ステッ
プ３０６）は、第２の動作におけるステップ２０１～ステップ２０６と同じである。選択
された目的地に関する位置情報等はユーザ識別情報に関連づけてユーザ設定情報保存ファ
イル５５に一時的に保存される（ステップ３０７）。
【００４０】
ユーザは、実際に運転を行うときに、すでに検索した目的地の位置情報を車載端末装置６
３へ取り込む。まず、車載端末装置６３からインターネットを介して情報提供装置１へ接
続し、ユーザを同定するためのユーザ識別情報を提示する（ステップ３０８）。車載端末
装置６３は、ユーザ設定情報保存ファイル５５に保存されている情報の送信を要求する（
ステップ３０９）。この要求に基づき、制御手段２は目的地の位置情報、内容情報、目的
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地設定コマンド、リターンコマンドを送信する（ステップ３１０）。車載端末装置６３は
受信した経路データ（位置情報）をナビゲーションユニット６３３に設定する（ステップ
３１１）。情報提供装置１は、情報提供依頼主（広告主）ごとに目的地に関する情報の配
信回数を記録する（ステップ３１２）。課金部４は配信回数に基づき課金処理を行う。
【００４１】
なお、以上説明した実施例は、本発明の理解を容易にするために記載されたものであって
、本発明を限定するために記載されたものではない。したがって、上記の実施例に開示さ
れた各要素および各数値は、本発明の技術的範囲に属する全ての設計変更や均等物をも含
む趣旨である。
【図面の簡単な説明】
【図１】本実施形態における情報提供装置のブロック図である。
【図２】目的地の検索画面の第１の例を示す図である。
【図３】目的地の検索画面の第２の例を示す図である。
【図４】目的地の検索画面の第３の例を示す図である。
【図５】本実施形態における情報提供装置と車載端末装置との第１の動作を説明するフロ
ーチャート図である。
【図６】本実施形態における情報提供装置と車載端末装置との第２の動作を説明するフロ
ーチャート図である。
【図７】本実施形態における情報提供装置と車載端末装置とパソコンとの第３の動作を説
明するフローチャート図である。
【符号の説明】
１…情報提供装置、情報提供サーバ
２…制御手段
３…検索部
３１・・・目的地、経路検索部
３２・・・検索結果提示部
３３・・・選択情報受付部
３４・・・位置情報、内容情報送出部
３５・・・コマンド付加機能
４・・・課金部
４１・・・利用カウント部
４１１・・・到着回数カウント部
４１２・・・配信回数カウント部
４２・・・課金処理部
４３・・・課金情報出力部
５・・・記憶手段
５１・・・目的地位置情報
５２・・・目的地内容情報
５３・・・顧客データベース
５４・・・情報提供者ファイル
５５・・・ユーザ設定情報保存ファイル
６・・・ユーザ端末装置
６１・・・携帯端末装置
６２・・・ＰＣ端末
６３・・・車載端末装置
６３１・・・表示装置
６３２・・・ブラウザ
６３３・・・カーナビゲーションユニット
７・・・サーバ
７１・・・サーバ１
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７２・・・サーバ２
７３・・・サーバ３

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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